
●協議会のキャッチフレーズ 
みんなで再生  

できることから  

がんばる気持ち  

わを持って！ 

  
      

見
出
川
上
流
の
奥
山
雨
山
自
然
公
園

で
、
熊
取
町
の
委
託
行
事
と
し
て
毎
年

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
観
賞
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ホ
タ
ル
の
飛
翔
数
は
多
く
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
川
岸
の
樹
間
を
乱
舞
す

る
ホ
タ
ル
は
情
緒
が
あ
っ
て
、「
と
て
も

感
激
し
ま
し
た
」「
昔
を
思
い
出
し
な
つ

か
し
か
っ
た
」「
神
秘
的
」「
あ
り
が
と

う
」
な
ど
人
々
に
多
く
の
感
動
と
心
暖

ま
る
思
い
を
の
こ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

初
め
て
見
る
子
供
達
も
多
く
、
手
の
中

で
光
る
ホ
タ
ル
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。
参
加
者
の
マ
ナ
ー
も
よ
く
、
ホ

タ
ル
を
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
理
解
も

広
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

ホ
タ
ル
は
、エ
サ
に
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
が

雑
食
性
の
た
め
に
、
有
機
物
の
多
い
人

里
近
く
の
川
に
住
み
、
人
と
共
存
し
て

き
た
生
き
物
で
す
。
人
も
川
と
共
存
し

て
い
ま
し
た
。
人
々
が
川
の
水
を
利
用

し
、
子
供
達
が
遊
び
、
自
然
や
、
人
と

人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
り
ま
し
た
。
い

つ
の
頃
か
ら
か
、
川
は
二
面
張
り
に
な 

     り
、
排
水
が
流
さ
れ
、
水
道
が
完
備
さ

れ
る
こ
と
で
人
々
が
川
か
ら
は
な
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ホ
タ
ル
の

乱
舞
は
私
達
に
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
人

と
ふ
れ
あ
う
ひ
と
と
き
を
く
れ
ま
し
た
。

私
達
が
川
の
自
然
を
大
切
に
守
っ
て
い

く
こ
と
で
、
ホ
タ
ル
の
す
む
川
が
見
出

川
に
広
が
れ
ば
と
て
も
素
晴
ら
し
い
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。 
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グ
リ
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ー
ク
熊
取
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灯
ろ
う
展 

今年も熊取町立東小学校３年生の子供達が、

見出川上流で恒例の「川たんけん」の野外授業

を体験しました。地域の方々の協力の元、子供

達は元気いっぱい活動しています。そして生き

物との出会い・発見・感想などを新聞にまとめ

て教室内に掲示しておられます。上部掲載の新

聞は３年２組 野田ふみや君の作品です。 

泉州のホタル まだまだいます。 

ヘイケボタル(田んぼに生息) 

熊取町成合区 他。 

ヒメボタル(林に生息) 

泉佐野市上之郷 他。 

 ヒメボタル 

熊取町立東小学校の「 川たんけん 」 



 

  

 

 

 

見出川流域水循環再生協議会 

 

【連絡先】 

大阪府 泉州農と緑の総合事務所 
       環境指導課 
電 話 ０７２－４３９－３６０１ 

（内216、217） 
 

子
供
達
の
作
品
が 

看
板
に
な
り
ま
し
た
。 

川
田
橋
・
谷
川
橋
・
王
子 

新
橋
・
見
出
橋
に
看
板
を
、 

大
師
橋
に
は
陶
板
を
設
置 

し
て
い
ま
す
。 

  

なぜ、かわっぱが灯ろうをならべるか・・・！ 

２００５年、かわっぱクラブができて２年目のことです。貝塚市内の「八大龍王」さまにゆ

かりの場所を巡って、「近木川ミステリーツアー龍王伝説の謎を追え」という劇を子供達と作

りました。その翌年に夏の夕涼み会で灯ろうを作り、短い間でしたが、近木川の清児橋に並べ

ました。同時に「貝塚龍王伝説」という紙芝居も上演しました。今回、５月の灯ろう作り講座

で見ていただいた紙芝居がそれです。貝塚の人達は、昔から、夕方に龍王さまに蝋燭の明かり

を供えていました。そうすることで、水への感謝の気持ちを表していたのでしょう。たくさん

のため池をつくり、水に苦労していた泉州の人達ならではの、風習だったのでしょう。 
そのときから、もっと沢山の人達に、このことを知らせたいと思っていました。昨年、ご縁

があって、ホタルまつりで灯ろうを並べさせていただき、今年は、灯ろう作り講座まで実施で

き、更に多くの灯ろうを並べることができました。本当に嬉しいかぎりです。来年はさらに数

が増えて、もっと多くの人達に龍王さまの灯ろうのいわれを知ってもらいたいと、かわっぱの

野望は膨らむばかりです。 
幸い、今年は、「かわっぱママ」もできて、子供達を見守ってくださる大人の仲間が増えま

した。１・２年生の「かわっぱジュニア」達が、伸び伸びと、活動しています。この冬には、

賑やかに、「かわっぱGO！GO！８」を子供達とつくっていけると、今からとっても楽しみに
しています。（貝塚市立南小学校 寺田知代教諭） 

協議会初の取り組み！ 

5月２９日土曜日。熊取町野外活動

ふれあい広場において「紙すき体験

講座」を開催しました。泉州伝承の

藁を使った紙すきの話、雨乞いの神

様「八大竜王」の伝説を貝塚南小学

校の子供達が紙芝居上演、参加者の

皆さんには実際に紙すきの体験を

していただき、6月の熊取町ゲンジ

ボタル観賞会と灯ろう展の手作り

灯ろうの制作にも挑戦していただ

きました。 
 

  

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
と
貝
塚
南
小
か
わ
っ
ぱ
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
実
現
し
て
二
年
。
貝
塚
市
立
南
小
学
校
２
年 

原
な
な
さ
ん
の
作
品
。


